
　ちょうど 1 年前の 4 月にもこの“あとがき”を書いてい
ました．本当にこの 1 年間はコロナに翻弄され，落ち着か
ない日々が続いたことと思います．現在全国各地で「まん
延防止等重点措置」が適用され，さらに，4 都府県に 3 度
目の「緊急事態宣言」が出されました．しかし，昨年と違
い，少しずつではありますがワクチン接種も行われ，さら
に新薬の研究開発も進んでいるようです．まだまだ油断は
できませんが，それでも少しずつ“with コロナ /after コ
ロナ，post コロナ”における新しいライフスタイルや働き
方が見えてきたように思います．そして 1 年前よりも確実
に新型コロナウイルス感染症（COVID-19）について多くの
ことがわかってきました．私たちは，今回得た知識と経験
を忘れてはいけません．
　学校では，昨年中止となった入学式も今年は行うことが
でき，そして何より対面授業が一部再開されました．まだ
オンラインや動画の授業と併用ではありますが，期待と不
安をもって入学してきた学生たちを前に，あらためて対面
の大切さを実感しています．一方，教育現場では“リモー
ト授業”という新しい武器を得ることもできました．慣れ
ない撮影や資料作成に，YouTuber の人たちの大変さがわ
かりました．本号のフォーカスでは，「How to オンライン
ミーティング　Web 会議・研修会の導入と今後」を掲載
しています．ぜひ，参考にしていただければと思います．
　さて，今回ピックアップでは，病気のはなし「悪性中皮
腫」を取り上げました．発症までに数十年に及ぶ潜伏期間
があり，数年後には発症のピークを迎えると考えられてい
ます．その歴史的背景から染色体，遺伝子に至るまでの詳
細な報告がなされています．他にもトピックス，疾患と検
査値の推移，技術講座，読者質問箱など，内容も充実して
お届けしています．ご意見，ご感想をお待ちしています
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あ と が き

編集室より
　近年の外食では，コース料理の一皿ごとに最も相性の
よい飲み物を提供する“ペアリングメニュー”が人気で
す．ワインはもちろん，お茶や日本酒などの組み合わせ
もあります．4 月の緊急事態宣言で酒類の提供ができな
くなり，一気にノンアルコールのペアリングを導入する
お店が増えました．試してみると，物足りなさはありつつ，
それぞれの工夫や想いが感じられ，予想外に楽しめます．
摂取カロリーの比較はちょっと気になりましたが……．�（T）

病気のはなし
機能性消化管障害
機能性ディスペプシア（FD），過敏性腸症候群（IBS） 

�  岡本陽祐，他
技術講座
生化学：シリーズ　臨床化学の基礎をなす方法と 

原理・3　臨床化学分析における呈色反応 
 �  亀田貴寛

微生物：微生物学領域の抗原検査 �  宮本仁志
生理：腹部エコー領域におけるカラードプラの活用 

 �  刑部恵介，他
技術講座　step up編
輸血：溶血性貧血の診断と検査 �  亀崎豊実
トピックス
超音波医学における人工知能活用の現状と展望 

 �  中田典生
フォーカス
がん患者との面接（検査内容説明）のときに 

知っておいてもらいたいがん患者のこと 
 �  三浦里織

臨床検査技師に求められるノンテクニカルスキル 
 �  辰巳陽一
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